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東京大：大学全体では微増、文科一類・文科二類で第１段階選抜実施なし      前期：+126 人  

 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

前期のみの募集だが、大学全体では 126 人(101)の微増だが、2 年ぶりの増加。文理別では、文科類が 40 人(99)の微減だが 2 年連続

減少、理科類が 166 人(103)のやや増加で２年ぶりの増加。６科類中 4 科類が減少、２科類が増加。なお、文科一類、文科二類の２科

類で同時に第１段階選抜実施なしは８年ぶり。 

<前期日程> 

○ 文科一類(92)は、難関大法学系の人気の低さから減少で２年連続減少。この結果、８年ぶりに第 1段階選抜実施なし。 

○ 文科二類(95)は、2 年連続増加の反動でやや減少。この結果、３年ぶりに第 1段階選抜実施なし。 

○ 文科三類(107)は、やや増加で２年ぶりの増加。志願者数は６年ぶりに 1,500 人を上回った。 

○ 理科一類(109)は、３年ぶりに増加。志願者数は９年ぶりに 3,000 人を上回った。 

○ 理科二類(97)は、３年連続増加の反動は小さく、やや減少にとどまり、志願者数は３年連続 2,200 人を上回った。 

○ 理科三類(99)は、２年連続前年度並。志願者数は３年連続 410 人以上。 

○ 第１段階選抜合格率 ※《  》内は合格者最低点 

文科一類…実施なし、文科二類…実施なし、文科三類…92.6％《623 点》、文科類全体…96.9％ 

理科一類…90.0％《703 点》、理科二類…84.0％《682 点》、理科三類…70.0％《691 点》、理科類全体…86.2％ 

 文理別の合格率の前年度比を見ると、文科類全体は文科一類、文科二類で第 1 段階選抜が実施されなかったが、前年度よりも 1.0

ポイントダウン。理科類全体は 2.5 ポイントダウンといずれも厳しくなった。なお、４年連続で文科類の方が高い合格率となった。 

 第１段階選抜の合格者最低点得点率を見ると、理科類では最も高かった理科一類は 78.1％と８割近かった。また、理科三類は

76.8％と前年度より 5.7 ポイントアップ、理科二類も 75％を上回った。一方で、文科類では第１段階選抜を実施した文科三類でも７

割に達せず、東京大志願者にとっては決して高い得点率ではなかった。 

<推薦入試> ※〔 〕内は前年度数値 

○募集人員 100 人程度に対して、志願者数は 256 人〔253 人〕、合格者数は 91 人〔88 人〕。 

○志願者数は、前年度は 13 人増加、今年度は 3人増加と２年連続増加。合格者数は前年度より３人増加。 

○学部別合格者数：法…13 人〔８人〕、経済…９人〔７人〕、文…７人〔８人〕、教育…５人〔４人〕、教養…４人〔４人〕 

工…30 人〔34 人〕、理…12 人〔８人〕、農…４人〔８人〕、薬…４人〔２人〕、医(医)…２人〔4人〕 

医(健康総合科学)…１人〔1 人〕 

〇募集人員を充足する合格者を発表した募集単位は、法、教育、工、理の４募集単位となり、前年度の２募集単位から増加。 

○科類別合格者数：文科一類…13 人〔９人〕、文科二類…10 人〔７人〕、文科三類…14 人〔15 人〕、                 

理科一類…40 人〔40 人〕、理科二類…12 人〔13 人〕、理科三類…２人〔４人〕 
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